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第34回日本実験動物学会総会の概要
佐 藤 勝 紀
岡 山 大 学 農 学 部
第34回日本実験動物学会が猪 貴義総会会長
(岡山大･農学部)のもとで,去る5月21日(木),
22日(金),23日(土)の3日間,岡山プラザホテル
において開催された｡第1日目は一般講演,第2
日目は特別講演,シンポジウム,第3日目は再び
一般講演で,約800名の参加者によって研究発表と
活発な討論が行なわれた｡
一般講演は189題で,それらは遺伝･育種,解剖･
生理,繁殖 ･発生,栄養 ･飼料,病態 ･病理,モ
デル動物,薬理 ･安全性,施設 ･管理,実験計画
法 ･手技,その他の10項削こ分類され,プログラ
ムが編成された｡この度の学会で目立ったことは,
ヒト疾患モデル動物の開発と,それらの病態 ･病
理の解明が一層進められてきていることと,実験
動物の行動の解析が一つの研究分野を形成しつつ
あること,発生工学的手法を用いた新しい実験動
物の作出の検討が開始されてきたことをあげるこ
とができよう｡薬理 ･安全性,実験計画法 ･手技
の項目を新たにもうけ,この分野の発表を期待し
たが,公募演題が余 り多くなかったことは,今後
に問題を残したように思う｡
特別講演としては.川俣順一先生 (日本実験動
物学会理事長,大阪大学名誉教授)の ｢実験動物
学に求めるもの｣,本庄重男先生(国立予研筑波医
学実験用霊長類センター所長)の ｢実験用霊長類
の開発と今後の課題｣がとりあげられた｡川俣先
生は,わが国における実験動物研究の歴史的発展
経過を説明するとともに,30余年にわたる主要な
研究成果をまとめられ,今後の問題として,動物
実験の側の研究者と,実験動物の側の研究者 ･技
術者 ･生産業者とがお互いに協力しあって実験動
物科学の進歩に貴献してほしいとむすんだ｡本庄
先生は,実験用霊長類のサル類を中心として,わ
が国の開発の経過を明らかにし,人畜共通伝染病
の防止と,.野生サル類の資源保護の立場にたった
人工繁殖,自家生産体制の確立をめざした技術の
開発について,その詳細を明らかにし,今後の問
題として,基礎研究体制の強化と,サル類の共同
利用施設の必要性を強調した｡
シンポジウムは,メインテーマとして ｢ライフ
サイエンスの展開と実験動物の開発｣をとりあげ,
サブテーマとして｢癌研究と実験動物の開発｣,｢疾
患モデル動物の利用｣,｢発生工学的手法による実
験動物の開発｣の4題がとりあげられた｡ この度
のシンポジウムは,それぞれのサブテーマを担当
する座長が,先づ,とりあげた分野の総括を行な
い,次いで,シンポジストが話題を提供するとい
う形式がとられたため,全体と部分の関連性が把
握Lやすかったように思う｡ 各サブテーマのもと
でとりあげられた課題は,｢癌化学療法の立場から
の提言｣,｢遺伝性高脂血ウサギ(WHHL)の開発｣,
｢SHRの循環系薬剤研究-の応用｣,｢Ⅰ型糖尿病
(臓器局在性自己免疫疾患)モデル動物NODマウ
スの開発の経緯と利用｣,｢体外受精｣,｢晴乳動物
卵子の核移植｣,｢トランスジェニックアニマルの
作出｣であり,今後,ライフサイェンスの展開に
とって極めて重要とみられる課題がとりあげられ
たように思う｡
なお,この度の学会におけるもう一つの成果は,
総会において,永年にわたって懸案とされてきた
｢動物実験に関する指針｣が採択されたことであ
る｡この度,採択された指針は,従来の動物実験
指針に,さらに,動物愛護,動物福祉,生命倫理
(bioethics)の思想を加味したもので,国際的に
も通用するものとみられる｡
学会最終日には,16mm映画による林原生物化
学研究所の紹介があり,参加者一同に多大の感銘
を与えた｡
